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第８６回奈良CBC練習会ハンド　　　2014-03-20

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５
♠ KQJ５２ ♠ ６４３２ ♠ KQJ９４２ ♠ ９７４ ♠ QJ８２
♥ QJ９７ ♥ QJ ♥ 10９ ♥ ９５２ ♥ ４
♦ A３ ♦ 10 ♦ ７６５ ♦ Q８２ ♦ AK７６４
♣ ６４ ♣ KQ９７３２ ♣ AJ ♣ Ｊ10８５ ♣ K10３

♠ A９ ♠ ４３ ♠ J９８ ♠ Q５ ♠ ― ♠ A10８６ ♠ ８５２ ♠ AJ10 ♠ ７ ♠ K５
♥ 10８４３ N ♥ AK６５ ♥ K６５４３ N ♥ ９７ ♥ A６２ N ♥ K７５ ♥ ４３ N ♥ AK８６ ♥ AQJ９８５２ N ♥ K10６
♦ Ｊ10８５２ W X E ♦ KQ７ ♦ A W │ E ♦ QJ９８４３ ♦ QJ４３２ W ─ E ♦ 10９８ ♦ AJ10９６ W ┼ E ♦ ７５ ♦ Q３２ W ｜ E ♦ ８５
♣ A５ S ♣ KQJ２ ♣ Ａ10８４ S ♣ J６５ ♣ Q９８６３ S ♣ ７４２ ♣ ９４２ S ♣ AKQ６ ♣ ６４ S ♣ AQJ７５２

♠ 10８７６ ♠ AK10７ ♠ ７５３ ♠ KQ６３ ♠ A10９６４３
♥ ２ ♥ A10８２ ♥ QJ８４３ ♥ QJ10７ ♥ ７３
♦ ９６４ ♦ K７６５２ ♦ AK ♦ K４３ ♦ J10９
♣ 10９８７３ ♣ ― ♣ K10５ ♣ ７３ ♣ ９８

Ｎｏ．６ Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10
♠ QJ２ ♠ A ♠ K10９３２ ♠ Ｊ９４３２ ♠ J６
♥ AK８５２ ♥ QJ８７２ ♥ AJ９ ♥ ７ ♥ KJ７３
♦ J９５ ♦ Q９７６２ ♦ Q10９ ♦ ９６４ ♦ 10
♣ ６４ ♣ Q３ ♣ K４ ♣ Ｊ８５４ ♣ QJ９７６３

♠ ８ ♠ ９７４３ ♠ KJ10５４ ♠ Q９８６２ ♠ A ♠ J７４ ♠ ８５ ♠ AQ ♠ ４２ ♠ A９３
♥ QJ４３ N ♥ 10９ ♥ ９ N ♥ K10５３ ♥ KQ８７５ N ♥ 10６２ ♥ KJ10９４ N ♥ AQ６５３２ ♥ AQ４ N ♥ 10８６
♦ Q８３ W ─ E ♦ ７６４２ ♦ KJ３ W ┼ E ♦ A10４ ♦ AK６２ W X E ♦ ８７５３ ♦ AK７５ W ─ E ♦ ８３ ♦ AQ９７ W ┼ E ♦ K８６３
♣ AJ10８３ S ♣ K９５ ♣ KJ８７ S ♣ ６ ♣ ８６５ S ♣ J10２ ♣ ６２ S ♣ AQ９ 　５２ S ♣ K10２

♠ AK10６５ ♠ ７３ ♠ Q８６５ ♠ K10７６ ♣ A４ ♠ KQ10８７５
♥ ７６ ♥ A６４ ♥ ４３ ♥ ８ ♥ ９５２
♦ AK10 ♦ ８５ ♦ J４ ♦ QJ10２ ♦ Ｊ４
♣ Q７２ ♣ A10９５４２ ♣ AQ９７３ ♣ K10７３ ♣ ８５

Ｎｏ．11 Ｎｏ．12 Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ 10８６４２ ♠ KQJ８６ ♠ AJ２ ♠ K10５ ♠ ９２
♥ A10 ♥ ９ ♥ Q８ ♥ AJ10９７ ♥ QJ10９５
♦ ７４２ ♦ ８６ ♦ J２ ♦ KJ10６４ ♦ A９８５
♣ AQ８ ♣ Q10７５３ ♣ AK８６５４ ♣ ― ♣ ９４

♠ ９ ♠ J３ ♠ A９ ♠ ７５３２ ♠ Q10９５４ ♠ ８７６ ♠ QJ６４３ ♠ A８７２ ♠ QJ７６４ ♠ K10８５
９８２ N ♥ KJ６４ ♥ J６４ N ♥ AK７５３２ ♥ ９７５３２ N ♥ KJ ♥ ６ N ♥ K３ ♥ ６４３ N ♥ AK

♦ K10８６３ W X E ♦ QJ５ ♦ KJ10９ W │ E ♦ A５ ♦ ８４ W ┼ E ♦ Q６５３ ♦ A W Ｘ E ♦ ９８３ ♦ Q６ W │ E ♦ 10７
♣ 10６５２ S ♣ J９７３ ３２ S ♣ ８ ♣ ３ S ♣ 10９７２ ♣ K10９７５３ S ♣ Q６４２ ♣ KQ２ S ♣ 10８６５３

♠ AKQ７５ ♣ J６ ♠ 10４ ♠ K３ ♠ ９ ♠ A３
♥ Q７５３ ♥ Q10８ ♥ A10６４ ♥ Q８５４２ ♥ ８７２
♦ A９ ♦ Q７４ ♦ AK10９７ ♦ Q７５２ ♦ KJ４３２
♣ K４ ♣ AK９４２ ♣ QJ ♣ AJ８ ♣ AJ７
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2014-03-20       ☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ KQJ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠にＥがテイクアウトダブルをかけ、弱いハンドのＳがプリ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ QJ９７ 1♠　　Ｘ　　　P　　2♥ エンプ的に２♠をビッドした時、Ｗはビッドの判断が難しい。Ｅの 1♠　　Ｘ　　2♠ 　　Ｘ
♦ A３ P　　　3♥　　P　　4♥ ダブルは普通は♥４枚あると考えて３♥をビッドするか、右の様に P     3♥　　P　　 4♥
♣ ６４ ｅｎｄ ２♠にダブルをかけ１０ｐｔ位と♥４枚を暗示するか。Ｅのダブルが   (4♥)   ｅｎｄ

♠ A９ ♠ ４３ マイナ-の１ス-ツが長いハンドの時にも後者の方が対応し易い。
♥ 10８４３ N ♥ AK６５ ４♥/Ｗ ｏｒ Ｅ　　　ＯＬ ：♠Ｋ　　ｏｒ　♠６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見れば♠Ａで取り♥が３-２の別れ（６３％）なら♥Ａ♥Ｋと２巡♥を集め、
♦ Ｊ10８５２ W X E ♦ KQ７ ♥Ｑ（Ｊ）を残したまま、♣ＡＫＱを続けてＷから♠を捨てて、♦Ａを追い出せば５メイクすると考えられる。そこで♠Ａで勝った後♥Ａ♥Ｋ
♣ A５ S ♣ KQJ２ を取ると♥が４-１の別れで♥Ｑ♥Ｊが残ってしまった！　しかし♣の３巡目でＷの♠のルーザ-が捨てれば、仮にＮが♣の３巡目ｏｒ

♠ 10８７６ ４巡目をラフラフされても、ルーザ－は♥２個と♦Ａだけで４メイク出来ると考えてプレ-を進める。　しかし、Ｎは♣を最後まで
♥ ２ ラフしないで、♦Ａに負けに来た時に、♥Ｑ♥ＪでＤｅｃｌａｒｅｒ側の♥を逆狩りして♠を出すので２ダウンになる（Ｎのｄｅｆｅｎｓｅとしての
♦ ９６４ センスの問題：♦Ａが♥ＱＪのある方になければ４メイクする）。この危険を防止するプレ－も考えられる。♣の３巡目でＷの♠９を
♣ 10９８７３ 捨てることが出来れば、♥で２ル－ザ－出ても４メイク出来るので、♥は１回だけ集め（♥にコントロ-ルを残して）、♣Ａ♣Ｋ♣Ｑと出し

（Ｗの♠のルーザ-を捨て）、♦Ａを追い出しに行けば♥ＱＪＸＸでも４メイク出来る。

Ｎｏ．２
♠ ６４３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♦にＷが１♥のＯＣを掛けるので、Ｎはネガティブダブル（♠４枚と６ｈｃｐ以上）を掛ける。
♥ QJ 　 P　　1♦　　 1♥ これに対しＳが１♠で答えた時、Ｎで２♠ｏｒ３♠どちらにレイズするかはペア－により差が出る（♣評価
♦ 10 Ｘ　　 P　　1♠　　　P をどう判断するか）。
♣ KQ９７３２ 2♠　　P　　3♠　　　P ４♠/Ｓ　　ＯＬ：♣Ａ 　 　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ、♥を出して♥Ｋに負ける。Ｗから何が出されても

♠ J９８ ♠ Q５ 4♠　　ｅｎｄ 勝ち、♠ＡＫを勝ってから、♥Ｊでダミ－に入り、♣ＫＱの後♣を引いてハンドの♠１０でラフすれば、
♥ K６５４３ N ♥ ９７ ４メイクは固い。　ＯＬ：　♦Ａ　次に♠８の時は、♠Ａで勝ち、♥を出して♥Ｋを追い出してから、♠Ｋを
♦ A W │ E ♦ QJ９８４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 勝つ。この後♦Ｋを勝ち、♥Ｊでダミ－に入り♣でハンドに戻り、残りの♥を勝ってから、♦と♣のクロス
♣ Ａ10８４ S ♣ J６５ 　 P　　1♦　　 1♥ ラフで４メイクする。　但し、♠４－１の別れを心配して、♠を集めずに先に♦Ｋを取りに行くとラフされて

♠ AK10７ Ｘ　　 P　　1♠　　　P プレ－が乱れて、ダウンの可能性がある。 ＯＬとして♠８も考えられるが上記と同様のプレ－になる。
♥ A10８２ 3♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ ３８Ｔのペア－戦　　４♠/Ｓ　１５Ｔ、　３♠/Ｓ　４Ｔ、　２♠/ＳＮ　１３Ｔ　であり、４♠　４～５Ｍ　１２Ｔあるが、
♦ K７６５２ ２♠が１Ｄになったのが　４Ｔあった。　Ｄｅｃｌａｒｅｒとしてはプレ-計画の立てにくいハンドであるが、
♣ ― Ｗのハンドの形がＤｅｆｅｎｓｅには向いていないので、普通４メイクになると考える。

Ｎｏ．３
♠ KQJ９４２
♥ 10９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１ＮＴのリビッドにＮは強い６枚♠と１１ｈｃｐあるので２♣（Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ-Ｓｔａｙｍａｎ）をビッドし、Ｓの
♦ ７６５  1♥　　 P ２♠（３♠　；♠３枚サポ-ト）のレスポンスにＮは４♠をビッドする。
♣ AJ 1♠　　P　　1NT　　P Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ-Ｓｔａｙｍａｎを使用しないときは、Ｎは３♠のジャンプリビッド（左下）になる。

♠ ― ♠ A10８６ 2♣　　P　　 2♠　　 P ４♠/Ｎ　ＯＬ：♦１０　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♦Ａで勝つ。４メイクにはルーザ－を♠Ａと♥２個に抑える必要が
♥ A６２ N ♥ K７５ 4♠　ｅｎｄ （3♠） あり、それには♠を集める前に♦を１回ダミ－でラフする必要がある。それで第２トリックでは♦Ｋを勝ち、
♦ QJ４３２ W ─ E ♦ 10９８ ♠３を引くとＷがショウアウトして、♠で２ルーザー出ることになり、４メイクは困難である。
♣ Q９８６３ S ♣ ７４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＯＬ：♣７（４）の時は♣Ｑが捕まるので、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦ＡＫを勝ち、♣Ｋ♣１０を勝って（ハンドから♥を捨て

♠ ７５３  1♥　　 P る！）、♠３を引く。♠が４－０でも４メイクは固い。もし、♣の３巡目をラフされても４メイクになる（ルーザ－
♥ QJ８４３ 1♠　　P　　1NT　　P は♠Ａ♥１と♣ラフの３個）。
♦ AK 3♠　　P　　 4♠　　ｅｎｄ
♣ K10５
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Ｎｏ．４
♠ ９７４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは２１ｈｃｐあるが♦が弱く、２ＮＴオープンが出来ないので、１♣でオープンし、
♥ ９５２ P　　1♣　　 P　　　1♦ Ｗの１♦レスポンスに３ＮＴをビッドする。
♦ Q８２ P　　3NT　　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｅ　　　ＯＬ： ♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａで勝ち、確実なウイナ－を数えると、♣３♦１♥２♠１
♣ Ｊ10８５ の７個でメイクには♦で２個増やすしか方法が無い（♣の４枚目が勝てるかも知れないが・・・）

♠ ８５２ ♠ AJ10 と考えて（♦が３－３の分かれで、ＫＱがＮＳに分かれている時のみ）、第２トリックでダミ－に向けて♦５を出す。
♥ ４３ N ♥ AK８６ この時Ｓは２ｎｄ Ｌｏｗの原則に従っう♦３ではなく、Ｎの♦がＱＸＸの３枚であることを期待して♦Ｋを出すのがまぎれが無い。
♦ AJ10９６ W ┼ E ♦ ７５ Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が２枚の時はエスタブリッシュした♦を取るエントリ－がなくなる（Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が３枚なら防ぐ手段ない）。
♣ ９４２ S ♣ AKQ６ 若し、Ｓが♦３を出すとダミ－から♦Ｊを出しこれをＮが♦Ｑで取れば、Ｄｅｃｌａｒｅｒは次の機会にハンドから♦７を出し、♦Ｋの

♠ KQ６３ フィネスを狙って来るので、♦で４個勝たれて、容易にメイクされてしまう。
♥ QJ10７ Ｅの♦がＫＸ２枚の時にはＥの狙いは最初に♦Ｑを追い出し、♦Ｋをダミ－の♦Ａでオーバ－テイクして残りの♦を勝とうとする。
♦ K４３ 或いはこのハンドの様にＳに♦ＫＸＸがあるが、Ｓが♦Ｋを出さなかったことに備えて、Ｎでは♦Ｑをダックするのが良いプレ－
♣ ７３ となる。　明らかにダミ－へのエントリ－が限られている場合、Ｄｅｆｅｎｓｅとして考えるべきプレ－である。

Ｎｏ．５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２♣のＯＣの後、Ｓがパスするか２♠をビッドするかは微妙な判断。
♠ QJ８２ 1♦　 2♣　P（2♠）　3♥ 1♦　 2♣　　P　　　2♥ いずれにしてもＷは３♥が良いと考える（良い♥６枚以上と１０ｐｔ近い
♥ ４ Ｘ　　4♥　　ｅｎｄ Ｘ　　3♥　　3♠　　 4♥ ハンド）。２♥ではＮＳとの競り合いになり、４～５の代まで上がる。
♦ AK７６４ （4♠　　5♥） P　　　P　　（4♠）　ｅｎｄ ５の代にはペナルティダブルを掛けることになりそうである。
♣ K10３

♠ ７ ♠ K５ ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦Ｋ　この時Ｓから♦９が出るのでＳの♦が♦Ｑがあるのか２枚なのか判断できない。Ｓには♠Ａ位しか
♥ AQJ９８５２ N ♥ K10６ 期待出来ないので♠Ｑを出す。Ｓはこれを♠Ａで取り♦Ｊを返す。この後、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣をフィネスして４メイクする。
♦ Q３２ W ｜ E ♦ ８５ ｄｅｆｅｎｓｅ側は最初に続けて勝たないと５～６メイクされる。　
♣ ６４ S ♣ AQJ７５２ なお、４♠/ＳはＯＬ：♥Ａ　　次に♣６を出しＥが♣を２個取り♣の３巡目を出した時、ＤｅｃｌａｒｅｒがウッカリＬｏｗラフ

♠ A10９６４３ してＷが♠７でオ－バ－ラフ出来れば１ダウンとなる。
♥ ７３ しかし、注意深いＤｅｃｌａｒｅｒは♣を♠９でラフし、♦Ａでダミ-に渡り♠をフィネスして刈り上げた後、♦Ｑをフィネスするので
♦ J10９ ４メイクできる（Ｋの欠けている１０枚カ－ドはフィネスが定石：　Ｋシングルトンの確率２５％、ＫがＥにある確率５０％）。
♣ ９８ ビッド・プレ－共に差の出易いハンドである。

Ｎｏ．６
♠ QJ２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠（♥がボロ２枚なので１NTのＯＰは薦められない）に対するＮのレスポンスは、1ＮＴ（Ｆｏｒｃｉｎｇ）
♥ AK８５２ 　 P　　1♠　　 P 又は２♥（♥５枚；Ｇａｍｅ-ｆｏｒｃｉｎｇ）が普通。Ｓｔａｎｄｅｒｄの場合は２♥（左下）。どちらにしても４♠/Ｓになる。
♦ J９５ 1NT  P　　2♣　　 P なお、Ｗは不利なＶＵＬ関係なので、１♠にダブルは掛けない。
♣ ６４ 3♠  　P　　4♠　ｅｎｄ ４♠/Ｓ　　ＯＬ：　♥Ｑ　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａで勝つ。♠５♥２♦２のウイナ－があるが、メイクにはあと１個必要。

♠ ８ ♠ ９７４３ （1NT-Ｆｏｒｃｉｎｇ） ♣３の３巡目をダミ－でラフすることを目指す。それで第２トリックでは♣を出して負けに行く。Ｄｅｆｅｎｃｅ
♥ QJ４３ N ♥ 10９ から何が出されても勝ち、再度♣を出して負けに行き、♣の３巡目をダミ－の♠Ｊでラフして、♠を集めれば
♦ Q８３ W ─ E ♦ ７６４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４メイク出来る（ルーザ－は♦１♣２）。♠を集める前に♣を２回負けることが大切（相手に♠を逆狩りされ
♣ AJ10８３ S ♣ K９５ 　 P　　1♠　　 P されることへの対策）。

♠ AK10６５ 2♥　　P　　2ＮＴ　 P
♥ ７６ 3♠    P　　4♠　　ｅｎｄ
♦ AK10 （2/1＆Ｓｔａｎｄｅｒｄ）
♣ Q７２
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Ｎｏ．７
♠ A Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＷがＡのなく、Ｊが３枚もあるＫＪだけの１２ｈｃｐとシングルトンのハンド
♥ QJ８７２ 　P　　1♠ 　P　　　P であるが、最近は1♠でオ－プンする（♠が５枚あるので）。Ｅは直ぐ４♠
♦ Q９７６２ P　　4♠　ｅｎｄ 1♥　　P　　2♥　　 Ｘ にレイズする。　Ｗが最初パスした時は３♠止まり？（右）
♣ Q３ P　　2♠　　3♥　　3♠ ４♠/Ｗ　　ＯＬ：♥Ｑ　　♠１♥１♣１のルーザ－があるので

♠ KJ10５４ ♠ Q９８６２ ｅｎｄ ♦Ｑの両ウエイフィネスか、♣Ｋ（Ｊ）でのスチールに賭ける
♥ ９ N ♥ K10５３ かしかメイクのチャンスはないのか？　ＯＬの♥Ｑは♥ＱＪＸ（Ｘ）からと考えられ♥ＡはＳにある可能性が高く、♥Ｑには
♦ KJ３ W ┼ E ♦ A10４ ♥Ｋを被せずに♥３を出すのがメリットがあり損がない。次にＥから♥Ｊが続けられればダミ－の♥Ｋを被せればダミ－
♣ KJ８７ S ♣ ６ の♥１０がウイナ－になり、♦のフィネスの必要がなくなる。また、♥Ｊでなく♦ｏｒ♣が出されても１トリック増えるので

♠ ７３ ４メイクは確実になる。
♥ A６４ このハンドはＯＬにダミ－から♥Ｋを出した場合でも、♠ＡでＮに入った時に♠がなく、何を出してもＤｅｃｌａｒｅｒを助ける形になている
♦ ８５ ので４メイクする
♣ A10９５４２

Ｎｏ．８
♠ K10９３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♥のＯＰにＮで１♠のＯＣが掛かる。Ｓは４枚サポ－トある９ｈｃｐであるので、２♥のキュービッド
♥ AJ９ 1♥ するか、２♠にレイズする。　Ｗは１６ｈｃｐの１５４３のハンドであるので、いずれの時もテイクアウトダブル
♦ Q10９ 1♠　　P　　 2♥　　Ｘ を掛ける。　２♥Xに対してＮはＯＣとしては強いので３♠をビッドするとＳは４♠にレイズする。Ｎが２♠なら
♣ K４ 3♠　　P　　 4♠　ｅｎｄ Ｅは♥が３枚あるので３♥をビッド、これにはＳは３♠で対抗する。

♠ A ♠ J７４ 　（2♠　　3♥　　3♠　　P　） ３♠/Ｎ　　　ＯＬ：　♥１０→♥３→♥Ｑ→♥Ａ　　♥Ａで勝ったＤｅｃｌａｒｅｒから見て、♠Ａと♥１♦２のル－ザー
♥ KQ８７５ N ♥ 10６２ があり、♠で２ル－ザ－にすることは避けたい。ビッドから♠ＡはＷにある可能性が高く、♠はＡ１枚の
♦ AK６２ W X E ♦ ８７５３ 可能性が高いのでハンドから♠２を出し、ダミ－から♠８を出すプレ－が考えられる。
♣ ８６５ S ♣ J10２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ もう一つはハンドから♥を出して負けに行き、３巡目の♥をダミ－でラフして、ダミ－から♠６を引けるよう

♠ Q８６５ 1♥ にすることで、３メイクが確実になる（Ｗに♠ＡＪがあることに備える）。　３メイクの成否は♠の扱いに
♥ ４３ 1♠　　P　　 2♠　　Ｘ 掛かっている。
♦ J４ P　　3♥　　 3♠　ｅｎｄ
♣ AQ９７３

Ｎｏ．９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♥に対して、Ｗのハンドは４♥のレスポンスには強すぎるので、２♦で
♠ Ｊ９４３２ P　　 1♥　　 P　　2♦ P　　 1♥　　 P　　3NT レスポンスすると、Ｅが３♥をリビッド（１６ｈｃｐ～）するので、Ｗがスラムトライ
♥ ７ P　　 3♥   　P    4♥ P　　 4♣　　 P 　4♦ するかどうかの難しい判断をすることになる。　一方、Ｗが３ＮＴでレスポンス
♦ ９６４ ｅｎｄ （ 4NT P　　4NT    P    5♥ （♥枚以上で１３～１５ｈｃｐを示す；ｈｃｐ不足だが）すると、Ｅは４♣をビッドしＷ
♣ Ｊ８５４ P　　 5♦　　P　　6♥ P    6♥   ｅｎｄ の４♦ののビッドでＥからスラムトライすることになる（右）。

♠ ８５ ♠ AQ ｅｎｄ　） ６♥/Ｅ　　　ＯＬ：　♦Ｑ　　♦Ａで勝ち、♥を集めた後、♠Ｋか♣Ｋのドチラかの
♥ KJ10９４ N ♥ AQ６５３２ フィネスが効けば６メイク可能である。♠Ｋ♣Ｋ共にSにあれば（その確率は
♦ AK７５ W ─ E ♦ ８３ ２５％）１ダウンになるが、運が無かったとするか？　　♠Ｋ♣Ｋの在処に関係なく６メイクする方法がある。　♥を集めた後、♦Ｋを
♣ ６２ S ♣ AQ９ 取り♦をハンドで２回ラフし、♥でダミ－に入るとＷ－Ｅの残り６枚のカ－ドは右下の様です。ここでダミ－から♣２を引いて

♠ K10７６ Ｎから♣１０以上が出なければハンドから♣９を出す！（スローイン：♣１０以上なら　♣Ｑを出す）。
♥ ８ これがＳの♣１０に負けても、Ｓからは♠か♣のテネスに向かってリ－ドするしかなくなって、 ♠ ８５ ♠ AQ
♦ QJ10２ 確実に６メイク出来る（また、仮に♦が残っていて♦を出してもラフ＆ディスカ－ドで同じ結果）。 Ｗ ♥ KJ Ｅ ♥ Q
♣ K10７３ ♦ ― ♦ ―

　 ♣ ６２ ♣ AQ９-　4　-
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Ｎｏ．10
♠ J６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＳがＷｅａｋ ２♠でオープンした場合（右）、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ KJ７３    P    　P　　1♦    P    　P　　1♦ Ｗはダブルをかけ、Ｅの３♦のテイクアウトを    P     2♠　　 Ｘ
♦ 10 P　　1NT　　P　　3♦ P　　1NT　　P　　3♦ Ｗが４♦にレイズすればＥは５♦をビッド P　　3♦　　　P　　4♦
♣ QJ９７６３ P　　3♠　　　P　 3NT P　　 4♦　　 P    5♦ Ｓがパスして（ＢｏｔｈＶｕｌなので）、Ｗが１♦で P　　5♦　　ｅｎｄ

♠ ４２ ♠ A９３ ｅｎｄ ｅｎｄ ＯＰした場合、Ｅの１ＮＴレスポンスにＷが３♦
♥ AQ４ N ♥ 10８６ にジャンプする。Ｅは３ＮＴに興味を示す３♠をビッドするか、４♦の
♦ AQ９７ W ┼ E ♦ K８６３ Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎかの判断に迷う（左）。

　５２ S ♣ K10２ ５♦/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｑ　　メイクには♥で２ル－ザーにならないことが必要。ＯＬの♣はハンドの♣Ａで勝ち、♦を集めて、♣Ｋ、♣ラフの後、
♣ A４ ♠ KQ10８７５ ♠Ａを勝ち♠３を出して負ける。Ｓから♥が出された時はハンドから♥４を出す！（これをＮの♥Ｊに勝たれても、後で♥Ｋのフィネスを

♥ ９５２ するチャンスが残っている）。このハンドの場合Ｎの♠が２枚であったので、♣♥何れかを出さざるを得なくなり、５メイクになる。
♦ Ｊ４ 若し、♠の２巡目を勝ったＷが♠を続けた時はハンドでラフし、♦でダミ－に入り、♥６を引いてハンドから♥４を出す！
♣ ８５ ５♦/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｋ　♠Ａで勝ち、♦を集めて上記と同様のプレ－をしても、Ｎから♣Ｌｏｗが出された時、♣１０を出せば５メイク出来る

（♣１０が勝てない時は、最後に♥Ｋのフィネスをする予定）。　３ＮＴ/Ｅ　　　ＯＬ： ♠Ｋ　　　４メイクは固い。

Ｎｏ．11
♠ 10８６４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠にＮは直ぐ３～４♠をビッドするには強すぎるので、取敢えず２♣で
♥ A10  1♠　   P  1♠　   P レスポンスする（２/１システム、Ｓｔａｎｄｅｒｄ共）。Ｓは２♥をリビッドする。
♦ ７４２ 2♣　　P　　2♥　　 P 2♣　　P　　2♥　　 P これに対してＮは３♠ ｏｒ　４♠どちらをビッドするか。３♠は♠３枚以上で
♣ AQ８ 4♠　　P　　　P　ｅｎｄ 3♠　　P　　4♦　　 P ３ＮＴの含みを持ちながら、少し余力があることを示す？　４♠は♠４枚以上

♠ ９ ♠ J３ （4NT　 P 4♥    P   4NT    P でゲーム止まりを示す。　その場合でも強いハンドのＳはスラムトライする
♥ ９８２ N ♥ KJ６４ 5♥　　P　　6♠　ｅｎｄ） 5♥　　P　　6♠　ｅｎｄ かも知れない（最悪５♠で止まるとして）。
♦ K10８６３ W X E ♦ QJ５ なお、Ｎのハンドは強いハンドなので、最初のレスポンスで３ＮＴのビッド
♣ 10６５２ S ♣ J９７３ （♠４枚＋１３～１５ｈｃｐを示す）ことも考えられるが、ｈｃｐ不足でＳに誤解を与える恐れがある。

♠ AKQ７５ ６♠/Ｓ　　ＯＬ：　♣２　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♣Ｋで勝ち、♠を集め、♣の３巡目でハンドの♦９を捨てれば６メイクは固い。
♥ Q７５３ ＯＬが他のス－ツでも同じく６メイク。
♦ A９
♣ K４

Ｎｏ．12
♠ KQJ８６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄ-ｈａｎｄのＥの１♥にＳは２♣のＯＣをする。これに対して♥３枚と１０ｈｃｐあるＷは３♣のＣｕｅ-ｂｉｄ
♥ ９  P で対抗すると、Ｎはダブルを掛ける（♣のサポ－トとある程度（６ｈｃｐ～）のｈｃｐあり）。これに対して
♦ ８６ P　　1♥　　2♣　　3♣ Ｅがパスするか３♥をビッドするかでどんなハンドの情報の差を示すか（Ｍｉｎｉｍｕｍならパス、普通の
♣ Q10７５３ Ｘ　　3♥　　 P　　4♥ ＯＰなら３♥）。　Ｅの３♥にＷが４♥にレイズするかパスするかは微妙（Ｊが３枚もあるハンドであるが、

♠ A９ ♠ ７５３２ ｅｎｄ 　 （P） ♦ＫＪ１０ＸＸＸが生きるかどうかが、４メイクを左右すると推定される）。
♥ J６４ N ♥ AK７５３２ ４♥/Ｅ　　ＯＬ： ♣Ｋ→♣→♣７→♣８　　Ｓは♣Ａを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒから見て♥が２－２の別れなら
♦ KJ10９ W │ E ♦ A５ ４メイクは確実（♠１♥６♦２♠ラフ）だが、♥が３－１でルーザ－が出る場合は♦で増やすか♠をダミ－でラフする必要がある。

３２ S ♣ ８ Ｄｅｃｌａｒｅｒは２巡目の♣をラフして♥ＡＫを勝つ。♥Ｑを残したまま♦Ａ、♦Ｋを勝ち、♦を出してハンドでラフ（♦３－２で♦Ｑが出る）。
♣ J６ ♠ 10４ ♠Ａでダミ－に入り♦Ｊを出してハンドから♠を捨てれば、何処でラフされても４メイクは固い。

♥ Q10８ 一方、ＯＬが♠１０の場合は、最初♠Ａをダックし、２巡目で♠Ａで勝ち（最初に♠Ａで勝つとダウンにつながる）、♥ＡＫを勝ってから、
♦ Q７４ 上記と同様に♦ＡＫ、♦とラフと続ければ４メイク出来る。
♣ AK９４２ -　5　-
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Ｎｏ．13
♠ AJ２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは強いハンドであるが２♦のジャンプレスポンスよりも、１♥でのレスポンスが普通。
♥ Q８ 1♣　　P　　1♥　　 P Ｓの１♥に対して、Ｎが１ＮＴでなく２♣をビッドするのは普通♣は６枚以上、また、Ｓの３♦のジャンプ
♦ J２ 2♣　　P　　3♦　　 P シフトにＮは３ＮＴをビッド。これをパスするかスラムを狙うかは微妙な判断。
♣ AK８６５４ 3NT　P　　P　　ｅｎｄ Ｎが３ＮＴをビッドしたので♠に何がしかの絵札（ＱＸＸ以上）を持っていると考えられる。、

♠ Q10９５４ ♠ ８７６ ｏｒ　　 4NT　　P そこで、Ｓは４ＮＴでスラムトライをするのが面白い （最悪の時は５♠をビッドし５ＮＴで止まる予定）。
♥ ９７５３２ N ♥ KJ 5♦　　P　　6NT　ｅｎｄ Ｎのレスポンスは５♦（Ｋｅｙ-Ｃａｒｄ ３枚：Ａ２枚と♣Ｋあり）であったので６ＮＴをビッドする。
♦ ８４ W ┼ E ♦ Q６５３
♣ ３ S ♣ 10９７２ ６ＮＴ/Ｎ   　ＯＬ：♠８　　　ウイナ-は♣６♦２♥１♠２の１１個しか無く、後１個何で勝つか？

♠ K３ また、Ｄｅｃｌａｒｅｒへのエントリ-は♣以外には♠Ａのみであるので注意が必要。♦Ｑに負けて♦で１２個目のウイナ-とする計画で、
♥ A10６４ ＯＬはダミ－の♠Ｋで勝ち（Ｎで勝つと♣を取るエントリ－がなくなる）、♣Ｑ♣Ｊを勝ってから、♦Ａ♦Ｋを取って♦１０を出して♦Ｑに
♦ AK10９７ 負けると、６メイクになる。　
♣ QJ

Ｎｏ．14 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠にＮが２♠のＭｉｃｈｅｌ Ｃｕｅｂｉｄ（♥５枚＋♦♣の中どれかが５（４）枚 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ K10５ 　 P　　　P　　1♠ を示す）をすると、Ｓは強いハンドに評価できるので４♥までビッドする。 　 P　　　P　　1♠
♥ AJ10９７ 2♠　 3♠　　4♥　　P 一方、Ｓが単なる２♥のＯＣ（ビッドによってはリビッドで３♦をビッド 2♥    2♠　 3♥    3♠
♦ KJ10６４ ｅｎｄ 　（4♠） する予定）した場合（右）はＳが３♥にレイズし、そのまま決まるか、 P 　ｅｎｄ 　（ P ）
♣ ― ＥＷで３♠に競り上げることになる。（Ｅの６枚♣をビッドの段階で 　（4♥　　P　　ｅｎｄ　）

♠ QJ６４３ ♠ A８７２  どう評価すべきか難しい）。
♥ ６ N ♥ K３ ４♥/Ｓ　ＯＬ：♠Ｑ　→♠Ｋ→♠Ａ→♠９　リターンの良いス－ツはないが♠２になりそうである。これをハンドでラフして
♦ A W Ｘ E ♦ ９８３ ♥を出してフィネスを行う（Ｋが抜けている１０枚カ－ドで、Ａを出してＫが取れる確率２６％、フィネスが成功するのは５０％
♣ K10９７５３ S ♣ Q６４２ なので、フィネスが基本。このハンドではＷがＯＰしているので、Ｗに♥Ｋがある可能性がさらに高いと推測）。フィネスは成功

♠ ９ しないが、この後♦Ａを追い出せば４メイクは固い。　一方、ＷがＥに♠Ａを期待するなら、ＯＬで♦Ａを取ってから、♠Ｑを出し、
♥ Q８５４２ Ｅから♦がリターンされると１ダウンになる。　しかし、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♠Ｑに♠Ｋをカバ－せずにそのまま流すと、Ｗは♠Ａでオーバ－
♦ Q７５２ テイクが難く（Ｅのカード分布の読みの問題だが）、Ｅから♠を続けることになり♦のラフが出来なくなりそうである。
♣ AJ８ ４♠/Ｗ　ＯＬ： ♥Ａ　　続いて♥７　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ｋで勝ち、♦Ａでハンドに入り、♠Ｑを出すとＮが♠Ｋ、ダミ－の♠Ａで勝ち♠Ｊを勝つ。

♣を出すとＮがショウアウト、ダミ－から♣Ｑを出し、♣Ａに負ける。この後、♠１０に負けて♠をエントリ－に♣Ｊのフィネスをして
４メイクになる。

Ｎｏ．15
♠ ９２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１♠のＯＣをするかパスするかは微妙（ＮｏｎＶｕｌながらパート Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ QJ10９５  1♦　　1♠ ナ-がまだビッドしていなく、強くない♠のＯＣはどうか？）、Ｗが  1♦　　1♠
♦ A９８５ Ｘ　　 2♠　　P　　ｅｎｄ ＯＣをした場合にＮでネガティブダブルを掛けるか２♥をビッドする 2♥　　2♠　 ｅｎｄ
♣ ９４ （♥が５枚あるので・・）かも問題である。２♥をビッドすると♥と♠の （3♥　　P

♠ QJ７６４ ♠ K10８５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 競り合いで３の代に上がり、♠９枚フィットが判るＥが３♠まで競る。 P　　3♠(P) ｅｎｄ　）
♥ ６４３ N ♥ AK  1♦　　 P ３♠/Ｗ　　ＯＬ：♥２（７）　♦２♣２のルーザ-で済み３メイクは固い。
♦ Q６ W │ E ♦ 10７ 1♥　　P　　1NT　　P ３♥/Ｎ　　ＯＬ： ♠５　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♠Ａで勝ち、♥Ａ♥Ｋを追い出す。この間にＥから♣を
♣ KQ２ S ♣ 10８６５３ 2♦　　ｅｎｄ 攻撃されると♥２♠１♣１のル－ザ－で３メイクになる。但し、♣を攻撃されないと４メイク。

♠ A３ ２♦/Ｓ　　ＯＬ： ♠６（♠Ｑも考えられるが・・・♠６を薦める）、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ａで勝ち、♦を集めて
♥ ８７２ ♥Ａ♥Ｋに負に行った時、最初にＥが♣を攻撃、♣で１ル－ザ－と♠１ル－ザ－が出て３メイクになるが、他では４メイクになる。
♦ KJ４３２
♣ AJ７ 以上

-　6　-


